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バインダに高分子を用いた従来の感温塗料（TSP）では不可能な高温領域の温度計測を行うため，熱耐久

性の高い無機物の蛍光体粉末であるフォスファーの TSP としての適用が提案されている．問題点として，フォ

スファーは無機の粉末であることから均一な塗装が難しく TSP 計測の利点である面分布計測が困難であるこ

と，高温領域で発生する輻射が可視光領域の波長までシフトし TSP の発光検出に干渉してしまうことが挙げら

れる．そこで本研究では 3 つのフォスファーを選定後，コロイダルシリカをバインダに用いることでフォスファー

のスプレーによる均一塗装を可能にし,実験模型を用いた試験に適用した（図 1)．その後この塗料を用いた基

礎実験として，寿命法を用いた温度感度計測を行った(図 2～4)．各温度域において十分な温度感度を示した

が，SN 比の改善が必要となった．応用実験では東京大学柏キャンパスの極超音速風洞にてフォスファー

(Y2O3:Eu3+)を用いて，圧縮コーナー模型上に生じるゲルトラー渦によって加熱された縞状の温度分布の可視

化計測を行った．フォスファーの空間分解能は空力加熱現象を捉えるのに十分であると考えられるが(図 5)，熱

電対と基準TSP(PTMSDPA)との比較では熱流束において大きな差があり定量性には課題が残った(図6，7)．

今後は励起光源を変更による SN 比の改善，他のフォスファーの調査などを行っていく予定である． 
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図 1:調合後の Phosphor-TSP と塗布後のサンプル 

 

This document is provided by JAXA.



     

200℃     300℃      400℃      500℃ 
図 2:YVO4:Eu3+の温度分布計測結果と発光寿命の温度感度 
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図 3:Y2O3:Eu3+の温度分布計測結果と発光寿命の温度感度 
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図 4:YAG:TM3+の温度分布計測結果と発光寿命の温度感度 
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図 5:ゲルトラー渦可視化実験結果－温度分布 
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図 5:ゲルトラー渦可視化実験結果－熱流束分布 

 

     
図 6:Phosphor-TSP の温度と熱流束の時間履歴－熱電対との比較 

 

     
図 7:PTMSDPA-TSP の温度と熱流束の時間履歴－熱電対との比較 
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